
　公益財団法人ダイヤ高齢社会研究財団 土屋瑠見子主任研究員らの研究グループは、全国60
自治体に住む65歳以上の地域在住高齢者17,470人のデータを分析した結果、エレベーターが
ある集合住宅の中層階（2〜5階）に住む高齢者は、1階居住者と比べて週4回以上外出してい
る割合が約10%高いことを明らかにしました。高齢者のマンション居住が増加する中、エレ
ベーターの有無が外出行動を左右するという本結果は、住環境設計を考える上で重要な知見
です。本研究成果は、2026年5月6日にJournal of Aging and Environmentに早期公開されま
した。

集合住宅の中層階に住む高齢者は
1階居住者と比べ週4回以上の外出が約10%高い

—ただしエレベーターがある場合に限る—
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※1 集合住宅6階以上は、エレベーターがあることを前提にエレベーターの有無別には分けていない。
※2 調整済み有病率比は、他の要因の影響を除いた上で算出される関連指標。1.10は比較対象（1階居住者）より外出頻度が約10%高
いことを意味する。基本属性（性別、年齢、教育歴、家族構成、等価所得、就労状況）、健康状態（転倒不安、うつ状態、手段的日常
生活動作能力、治療中の疾患数、主観的健康感）、健康行動（果物・野菜の摂取、肉・魚の摂取、飲酒、喫煙）、他の住宅特性（建築
年、居住期間、所有形態）、近隣環境（運動や散歩に適した公園・歩道、近隣の食料品店）、社会的環境（近隣住民との交流、自動車に
よる移動）、都市規模による調整を行ったうえで修正ポアソン回帰モデルを用いて算出した。

Tsuchiya-Ito R, Matsuoka Y, Nishida K, Hanazato M, Kondo K. Living in High-Rise Apartments and the
Frequency of out-of-Home Activities Among Community-Dwelling Older Adults: Insight from the Japan
Gerontological Evaluation Study. Journal of Aging and Environment. 2026 (epub ahead of print).
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住居種類・居住階・エレベーターの有無と外出頻度

集合住宅1階・

集合住宅2-3階＿
（エレベーターなし）

合住宅 2•3階 ．
（エレペーターあり）

簗合住宅4.5階．
（エレベーターなし）

集合住宅4.5階＿
（エレペーターあり）

合住宅6階以上ら1_

戸建て住宅
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監済み有病率比 (aPR:~~では外出頻度の割合の比を指す） 婦2 ． 
右に行くほど外出頻度が4日1週以上の人が多い
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　週4回以上外出している割合は、集合住宅2-3階エレベーターありの居住者84.5%（435/515
人）、集合住宅4-5階エレベーターありで85.1%（400/470人）に対し、集合住宅1階では
75.5%（466/617人）でした。各変数を調整した結果、集合住宅2-3階エレベーターあり（調
整済み有病率比（aPR）:
1.10、95%信頼区間（95%
CI）:
1.04-1.16）および集合住宅4-5階エ
レベーターあり（aPR:
1.10、95%
CI:
1.04-1.17）に住む高齢者は、集合住宅1階より週４回以
上の外出が有意に多いという結果でした。一方、集合住宅の中層階（2-3階、4-5階）のエレベ
ーターなし・6階以上、および戸建て住宅では、有意な差はありませんでした。

背景

　日本では、65歳以上の高齢者がいる世帯のうち、集合住宅に居住する割合が過去10年で
25.3%から29.9%に増加しています。こうした中、集合住宅に居住する高齢者が日常生活機能
の維持に重要とされる週4回以上の外出を確保できているかは明らかでありません。集合住宅
の居住階やエレベーターの有無と外出頻度との関連は、様々な社会経済的背景の影響を受け
ると考えられるものの、それらの影響を十分に制御した上で検討した研究は限られていまし
た。本研究では、「高層階に居住する高齢者ほど外出頻度が低い」という仮説のもと、地域在
住高齢者の大規模調査データを用いて検証しました。

対象と方法

　JAGESの2019年調査（全国60自治体）に回答した65歳以上の要介護認定のない高齢者のう
ち、17,470人（うち集合住宅居住者3,125人）を分析対象としました。アウトカムは外出頻度
とし、「あなたが外出する頻度はどれぐらいですか（畑や隣近所へ行く、買い物、通院などを
含みます）」への回答から「週4回以上」と「週3回以下」に分類しました。説明変数は、住居
種類・居住階・エレベーターの有無を組み合わせ7群に分類しました（集合住宅（1階、2-3階
エレベーターなし、2-3階エレベーターあり、4-5階エレベーターなし、4-5階エレベーターあ
り、6階以上）、戸建て住宅）。分析は性・年齢・等価所得・健康状態など23の社会経済属性変
数を調整した修正ポアソン回帰を用いました。

　「高層階居住者ほど外出頻度が低い」という仮説に反し、中層階（2〜5階）の高齢者は、エ
レベーターがあれば、1階より外出が多いことが示されました。高齢者のマンション居住が増
加する中、エレベーターの有無が外出行動を左右するという本結果は、住環境政策を考える
上で重要な知見です。また、介護予防・ケアに携わる専門職が支援対象者の住環境を評価する
際に、エレベーターなし集合住宅居住のリスクを早期から評価する必要性を示唆しています。

結論・本研究の意義

結果

※本プレスリリースの作成にはAIツール（Claude・Canva）を活用しています。内容は作成者が最終確認しています。

お問い合わせ先本研究に関する情報は、財団特設HP
（https://housenv.com/）および
左のQRコードからも入手できます。
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